
301
696

1,481

2,793

3,357

2,766

1,543

1,094

733 643 698

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

（平成２2年度速報値）

公立学校施設の老朽状況の深刻化（小中学校）

（平成22年５月１日現在）

○ 老朽化が進行している経年２５年以上の建物の面積は全体の約７０％。
（第２次ベビーブーマー時代に建設した学校施設の老朽化が深刻。）

○ 将来の膨大な改築需要を抑制するためにも、計画的な再生整備（改修）が急務。
保有面積
（単位：万㎡)

建築後25年以上の面積が約7割
（70.7％）

経年３０年以上
（老朽化が深刻）

経年２０～２９年
建築後２０年経過すると老朽化

の進行が見られ始める

:

:

経年 50年以上 45～49年 40～44年 35～39年 30～34年 25～29年 20～24年 15～19年 10～14年 5～9年 0～4年

Ｓ35以前 Ｓ36～Ｓ40 Ｓ41～Ｓ45 Ｓ46～Ｓ50 Ｓ51～Ｓ55 Ｓ56～Ｓ60 Ｓ61～H2 H3～H7 H8～H12 H13～Ｈ17 Ｈ18～Ｈ22

1960以前 1961～1965 1966～1970 1971～1975 1976～1980 1981～1985 1986～1990 1991～1995 1996～2000 2001～2005 2006～2010

割合（％） 1.9% 4.3% 9.2% 17.3% 20.8% 17.2% 9.6% 6.8% 4.6% 4.0% 4.3%

建築年
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